









〈編 集 後 記〉
低温セソターだよ りはここに100号 を刊行するに至 りました。初代編集委員長、長谷田泰
一郎先生が提唱 された 「阪大 オリジナル」の ポリシーをわれわれはずっと受け継いでいます。
これは大阪大学のモッ トー 「地域 に生き世界に伸びる」 にあい通ず るもので しょう。本冊子は
国際定期刊行物 として登録されてお り、大阪大学の情報発信源 として、重要 な役割を担 ってい
ます。
今か ら5年 前、1992年 に、大阪大学低温 セγター20周 年記念誌、「低温の歩跡」(編集
委員長 櫛 田孝司)が 発行 されてい ます。 ここには阪大低温セ ンターを創設期 からず っと推進
してこられた伊達宗行先生をは じめ、セ ソターと関係の深い方々の歴史的に貴重な文章がつづ
られてい ます。そこで、低温セソターだよ り創刊100号 を記 念す る特別号 としては、21世
紀を見据えた現在、希望、夢、展望 をキーワー ドと して、将来に視点 を置 き、液体 ヘ リゥム関
係の方々に気軽 なエ ッセイ風の原稿 をお願い しました。 ご多忙 中にも拘わらず、長谷田泰一郎、
伊達宗行、両名誉教授の含蓄するところ大なる文章 をは じめ、現職の先生、大学院生、低温セ
ソター技官の方々からの ご寄稿 をいただき感謝 いた しております。櫛 田孝司 理学研究科長
(第2代編集委員長)は 巻頭言で、21世 紀の未 明において、学 問、大学、 日本、そ して世界
における数々の大 きな問題の ご指摘 と、解決へのわれわれ 科学者、技術者の基本的姿勢 と方
策について述 べられ ました。
伊達宗行先生の 「カピッツァ100年 」 を拝見 し、ふと23年 前に読んだ 「科学 ・人間 ・組
織」 カピッツ ァ(金 光不二夫訳 みすず科学 ライブラ リー45)を 書棚か らとり出 して見 まし
た。社会科学 についての記述は さておき、本号 の記事に関わるあまたの問題がそこに論 じられ
てお り、21世 紀への貴重なメ ッセージとして改めて読みとれます。たとえば、「ガムシャラ
に働 くことは人間を疲労 させ、その創造力を低下する。」、「将来性のある大学院生を正 しく選
抜す るためには、創造力 と自主的思考能 力が現れ るよ うな実験 をさせ、・… 」、「地球 とい う名
のわが家」、「・… 人間の一生は4つ の時期 に分かれ る。… ・75歳までの第3期 を迎えて、やっ
と完全な人間になる。・… 」など、 など。
豊中、吹 田両 キャンパスの液化室 からは、液化機の現状 と問題点が具体的に示 されています。
皆様の多様 な内容、共通の問題点、大切なご意見などを参考に、新 しい世紀にのぞみたいと思
います。
.100号記念特集号には、81～100号 の総 目次を掲革 しま した。本号の編集に当た り、
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